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一
毅 講 演

廴 た。

　 免疫動物 の 腹 部皮
．
に対応抗原を 注射す る と ， 遅延

牲 ア レ ル ギ ー
様反応 を 示 し，反応 は 抗原量 に 依存

し，感作後 5 日 目に 最大とな っ た 。 こ の 反応を利用

して 異種抗原 と の 交叉試験 を 行 な うと，抗原問の 類

似性 が 推定 で きる 。例 え ば，ム ラ サ キ ウ ニ 胚繊毛 は

パ フ ン ゥ ニ 胚繊毛，ム ラ サ キ ウ 9 精子鞭毛，パ フ ソ

t」　 ＝精 子 鞭毛 の 順に 類似性 を 持 っ て い る p こ の こ と

』ま，恐 らく4 種の抗原拡抗原全部
．
に類似 な い しは共

．通 の 成分 ま た は 構造と， 2種 （繊 毛 と繊毛，鞭毛 と

鞭 毛）閻 に 共通 な もの および そ の 抗原 に 特有な もの

とが存在 して い る もの と解釈 され る 。

　
一

方，免 疫 して 得 た 抗 血 清の 2 倍連続希釈液を 遊

泳胚 お よ び精子 に 作用 させ る と，精子 は 抗血 清 に 対

して 沈降また は 凝集反応を示 し． 他 種 抗 血 清 に 対

して も非特異的に 反応 した 。 け れ ど も， 胚 の 繊毛運

動 は 灣応 抗 血 清 に 強 く阻害 さ れ，抗精子鞭毛 血 清 は
’「
阻害効果 を示 さなか っ た。なお，抗 血 清か ら IgG

（抗体） を 分画 し て 作 用 させ て も効 果 は 同 じで あ っ

．た。

　 さら に ， 繊毛の 抗血 清 に 対 す る 特異性を知 る た

めに．繊毛再生胚 お よ び交雑 胚 に 対す る抗血清 の 効

果を調べ た 。 1NCHsCOONa 処 理後蹌 時間 目の 胚

の 再生繊毛 に 対 して は 対応抗 血 清の 効果は ほ とん ど

変化 しな か った 。
パ フ ン ウ ニ 卵 と．ム ラ サ キ ウ ＃ 精子

の 交雑胚 の 繊毛運動 に 対 して 抗 パ フ ン ウ S 胚繊毛血

：清 の 効果 が 現 わ れ ， 抗 ム ラサ キ ウ；胚繊毛血 清 の 効

果は ほ とん ど認 め られ な か っ た が，ム ラ サ キ ウ ニ 卵と

パ フ ソ ウ ニ 精子 の交雑胚 の繊毛運動に対 して 両抗繊

．毛 血 清は 同程度の 阻害効果を示 し た。

ウニ 卵内の freeCa と解離恒数 IV ，Ca の 結 合蛋白

・の 精製

　　　　　 中村正 久
・
安増郁夫

（早稲田 大学教育学部生物学教室）

　 ウ ニ 卵内で 受精 に さ い して の Ca の 増加 に 関連 し

た Ca と結合能を もつ 物質 が あ る。こ の 物質 は ウ ；

一郵 の ミ ク ロ ソ ーム 分画 に多い
。

ミ ク ロ ソ ーム 分画に

ある Ca と結合す る蛋白質 の途中まで の 精製方法は

薊 回す で に 報告 し た 。 今 回 は更 に こ の 蛋 白 質を 分 離

精 製した 。 精製方法 は ミ ク ロ ソ ーム 分画を も．6M

’281

KCI で 110　hrs強 く攪搾 して extract し ， 水 に 対し

て透析 して 沈澱を RNase で 処理 し水 で透析 して 得

た 沈澱を 0．　6MKCI で extract した もの を G −200

sephadex に か けた 。 こ れ に よ っ て 分離 され た 蛋白

質は 68 倍の 耀製度で あ っ た 。
こ の 蛋 白質は O．　6M

KG ］中で 沈降定数 2．8S で あり分子量 はGe1−−filtra・

tion ま た SDS −DAGE 法 で 測定す る と約 35，000で

あ っ た 。 ま た硫安に よ り盤状 の 結晶 が 得られ が こ の

精製 蛋 白質 の Ca一と 結合す る 性質は そ の 解離恒数，

Ca 濃度に よ る 解離恒数 の 受精卵形へ の 変 化 な ど 未

精製の もの とほ と ん ど
一．
致 した 。 す な わ ち 0．3mM

の Ca の 解離桓数 は ほ ぼ 1　x 　1．0“

，　 O．　5　mM 以 上 の

解離恒数 は　1x10 ’3
で Ca に ょ り解離恒数 の 変化

を起 こ す 。 ど ち らの 状態 で も Ca と結合す る基の
’
濃

度は
一・

定 で あ っ た 。 ま た 解離恒数 の ユx10
一：

の 値は

受精卵 の もの と
一

致す る。

ウ ニ 植物極化胚 の 正 常化物質の 精製

　　　　　 藤原昭子 ・安増郁夫

〔早稲田 大 学教育学部生 物学教室）

　す で に 前大 回 で 報告し た様に ，発生 中の ウ ニ 胚 の

特定 の 時期に ， ク ロ ラ ム フ
ェ

ニ コ
ール を 作用 させ る

と ， 作用 させ る stage に 応 じて ， さ まざまな奇型胚

が で き る。 こ の うち 20°C で 受精 後 4 時間 目 の 胚

｛こ，ク P ラ ム フ s ニ コ
ー

丿レを 4× 10−3M
　3、〜 4時間

作用 させ る と ， 植物極化 さ れ た 胚 が 生 じ る 。
こ の 奇

型 胚 に 受精後 5〜 6時問 目の ウ ニ胚 の hornogenatc

を投与す る と ， 正常胚 に 回復する 。 ま た LiClx10−！−v

10−SM で 植物極化さ れ た 胚 も こ の homogenateを投

与す る と同様 に 正常 胚 に な る。こ の 物質 （βと名づ

けて お く） の 活性 の 測 定 法 は bioassay で 行 な っ

た。ク ロ ラ ム フ ニニ コ
ール で で きる 奇型胚が50％正

常胚 に 回復す る時 に 投与：し た溶 液濃度 を 1　unit と し

た 。 こ の βは ，hαTmqgenate の soluble の 部分 に あ

る の で ，約 8t の homogenate を 6，5500　rpm ．60tで

遠 iU

’
x，　凍結乾燥彳麦， 　約 2．51 を 3〔1，1｛｝09　rpm

−150r遠

心 し，上 清を凍結乾燥して 5 OCC に 濃縮す る 。
こ

れを Diaf40w ’UM ：ユ  で ろ過 す る 。 分 子 量 約10，000

以 下 の ろ液を sephadexG
−10の カ ラ ム ク ロ

・
マ ト グ ラ

フ ィ
ーで 分離， 2 回 の 再 ク ロ マ ト 後，有効成分を

Dowex −50　x 　4　に pH 　3．10 ．05N 　ク s ン 酸 Buffer
，
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で 凝着 さ せ た 後 ，pH 　5，　I　O。5N ク ェ ン 酸 BuffeFで

etute
， こ の 分画を sephadex 　G −10 で 脱塩 の た め 3

回 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

し た 。 ウ ！z 胚 乾燥重量 860g

か ら ，
14．8　mg を得 られ た 。

　 specific 　activity は ，

Folineの タ ン パ ク瀏定法で 約 16
，
000倍 ， 乾燥重 量

で 約 730倍 に 活性が 上 っ た。recovery は 14％ で あ

っ た 。 最終精製物質 の 吸収曲線は 273nm に ピ ー
ク

が あ り，
mg ／ml 当 り，　 optical 　pass　l　cm で 0．．　D ，

0．966 で あ る 。 高圧 電気泳動 で pH 　6．5，1KV
，
90 ’

，

7mA で 泳動 した 結果，原点か ら マ イ ナ ス 側に 1em

の と こ ろ に 1 つ の spot と し て ，
＝ン ヒ ド リン で 検

出 され た。ア ミノ 酸分桁は ， 現在分析中で 十
『
分 な結

果 は得られ て い な い が ，5 種類 の ア ミ ノ 酸 が あ る模

様で ある 。 糖は検出 されず，特に ペ ン F 一ス もな い

の で ，今の とこ ろ オ リ ゴ ベ プ チ イ トで は ない か と想

像 され る 。

ウ ニ 奇 型 胚 の RNA 　Base −s
’
equence

吉見孝人 ・藤原昭子 ・安増郁夫

（早稲 田 大学教育学部生物学教室）

　 ウ ニ の 発 生 初期 に ク ロ ラ ム フ ；；コ ール （Chl ）を

作 用 させ る と様 々 の 奇形が生 じ るが ，
20“c で 受精

後 4 時間 目 に 2 〜4 時間 Chl，を 作 用 させ る と植物

極化 した奇形胚 （Btype ）が生 じる 。
　 Chl，処 理 直

後 に ，正常な 64細胞期の 胚 か ら抽 出した 奇形 正 常化

物質 （β）を 投与す る と奇形胚 に は な らず 正常胚 と

同様の 胚 とな る 。 奇形胚および そ の 回復胚 で の RNA

合成量は Chl．作用時間の わ ず か な ず れ や 発生進度

の ずれ に よ っ て一
定 で は な く， また 各胚 の RNA を

シ ョ 糖密度勾配に よ っ て 分 け た と こ ろ rRNA よ り

重い 分画で の RNA 合成量 の 差と奇形回復 との 問 に

直接 の 闘係が見 られ な い とい うこ とに つ い て は 前 大

会 で 報告 し た。そ の た め 今回 は DNA −RNA 　hybri・

dization （特定の ス テ ージ に
SH −Ur 三dine を と り込

ませ て ラペ ル した RNA に 対す る 各 ス テ ージ の cold

RNA に よ る competition ） に よ り， 正 常胚 ， 奇形

胚 ， 奇形回復胚 そ れ ぞ れの RNA の 質 の 比較を行な

っ た 。 そ の 結果 ，
Swimming 　Blastula時期ま で は

正常胚，Ch1．処 理 胚，
』B毅与胚 また Li 処理胚 とも

RNA に 質的 な 差が 認 め ら れ な い が，そ の 後 Gast・

rula 期まで に新 しい RNA が合成 され，正常胚 の

RNA とBtype の 胚 の RNA は異 な っ た もの に な る、

こ と，Btype 胚 と Li 処 理 に よ る 植物極化 胚 と は
ゴ

RNA が 非常に似か よ b て い るこ と ，
　 Ch1，処 理 あ る

い は Li処理後 に B を 投与 した 回復胚 の RNA は 正 i

常胚 の RNA と質的に 同
一

に な る らしい こ とが 分 っ

た 。また受精後15時間目の Swimming 　Blastulaに

Ch1．を投与 し続 け る と直径 が 増大 し壁 が 薄 くな っ

た ， 動物極化胚類似 の 胚を生 じる 。 こ の 胚 を 海水 に

もど す と時間を追 っ て 腸が 形成 され るが ， こ の 時
・

RNA もしだ い に Gastrulaの RNA に 似 て くる こ

とや，こ の
一

種 の 動物極化 した 胚 に は ， Btype の

胚 に は な い が 正 常胚 に は 存在 す る RNA が 合成 さ れ

て い る ら しい こ とが 分 っ た 。

ウ ニ の 生 殖 器官形成に お ける反 口 環血洞の 影響

　　　　　 岡 田　稔 ・小 川邦子

（大 阪府科学教育セ ン タ
ー

生 物 ・

大 阪教育大 学生物学教室）

　 幼若 ウ ニ の 生殖輸管原 基域 （D2） は生殖器官形成 A

の た め の 細胞増 殖 の 中心 を含 む 。 恥 域 を 除去す る

と生殖巣の 成長 が 抑制 され生殖 口 ・生 殖 口 乳頭は 退

化する。また D ， 域を残 し生殖 巣 ・殻中輸管 ・乳頭

を 除去 して も再生 が お こ る 。

一
方 ， 生殖巣 に 広が る

血洞系 は D2 域で 反 目 環血 洞 に 連絡 して おり，反 目 1

環 の 切断手術で 体液の 流れ を 遮断する と，反 口 環 と

中軸器官との 連絡が 断 た れ た側 で 生殖巣 の 成長が抑 m

制 さ れ る （岡 田 1971）。Stage　2，　 Stage　3 の パ フ ン

ウ ＝ を 用 い ， a ）第 2 と第 4 眼板下 の 反 口 環を切断
．

して 体液の 流れを断 ち，中軸器官 に 連な る 側（対照〉

ま た は ，
b）反 対側 の 生殖器宮 1 本を選び ，

　 D2 域を

残 し生殖巣 ・殻中輸管 ・乳頭を除去した 。 C）第 2．

と第 3 眼板 下 で 反 ロ 環を切断 し第 2 生殖器官を ，
d）

第 1 と第 5 眼板下 で 反 口 環を切 断 し第 5 生殖器宮を

そ れぞれ選 び．上 述同様の 除去実験を お こ な っ た 。

手 術個 体 は 乳頭の 雌 雄差発 生 時期 まで 飼育 した 。 反
一

ロ 環程由体液の 供給 が 断た れ た 側 で は，生殖巣の成．

長 も再生 も抑制 さ れ る。組織学的 に は 栄 養 細 胞 中 の

エ オ シ ン 好性顆粒 の 産生低下 ， 卵母 細胞 の 成長 の 抑 1

制が著 しい 。
こ れ に対し ， 輸管 お よ び 乳頭の 発生 や

・

再生，乳頭 に お ま る 二 次性徴 の 発生 は ， 中軸器官と

の 連絡 が断 た れ て もお こ る e 再生 した輸管
・
乳頭 は：
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